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（
以
下
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第
二
号

一
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と
略
号
す
る
）
は
、
次
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よ
う
に
要
約
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
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数
を
含
む

k

個
の
等
式
と
な
る
。

は
菰
々
な
る
紐
済
問
題
の
解
決
に
応
用
出
来
、
論
者
の
中
に
は
、
こ
れ
に
大
き
な
比
重
を
お
こ
う
と
す
る
者
も
あ
る
が
、
経
済
現
論
と

し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
射
租
距
離
を
も
つ
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
精
々
あ
る
種
の
問
題
に
つ
い
て
の
特
に
短
期
観
察
で
の
解
決
に
有

効
で
あ
る
位
の
も
の
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
併
し
な
が
ら
、
本
稿
で
は
そ
の
よ
う
な
問
題
は
取
扱
は
な
い
。

の
問
謹
を
解
く
に
は
穂
々
の
方
法
が
あ
る
が
、
弦
に
は

S
i
m
p
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x
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e
t
h
o
d
 (
シ
ム
プ
レ
ヅ
ク
ス
法
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
つ
い
て
考

察
す
る
。
こ
の
方
法
は
可
成
り
に
知
れ
亘
つ
て
い
る
と
思
は
れ
る
が
、
我
の
論
述
の
順
序
と
し
て
、
岸
法
を
一
般
的
に
糎
め
て
概
略
的
に
述
べ

ま
ず
式
①
は
不
等
式
の
ま
ま
で
は
取
扱
い
難
い
か
ら
、
そ
れ
に
加
工
を
施
す
。
各
式
に
一
個
数
の
変
数
ざ

i
加
え
る
。
こ
れ
を
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l
a
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k
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(
仮
り
に
、
不
働
変
数
と
訳
し
て
お
こ
う
）
と
呼
ぶ
。
若
し
、
常
数
項

bi
が
生
蘇
設
備
で
あ
れ
ば
、
不
慟
変
数
は
休
閑
に
附
せ
ら

れ
た
部
分
乃
至
時
間
で
あ
る
し
、
又

変
数
に
対
し
て
、

bi
が
原
料
の
如
き
生
韮
財
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
不
働
変
数
は
在
庫
星
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
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働
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で
な
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活
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ば
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。
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は
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の
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き
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変

て
お
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こ
と
が
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議
の
進
行
に
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っ
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好
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で
あ
る
。
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但
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の
値
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取
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に
は
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な
る
条
件
が
必
要
で
あ
る
か
と
一
云
ふ
こ
と
は
、
糎
め
て
重
要
な
事

柄
で
あ
る
が
、
絃
で
は
そ
の
問
題
は
取
扱
は
な
い
。
後
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

こ
と
を
与
え
ら
れ
た
条
件
と
し
て
お
く
。

若
し
、

J
及
び
ぼ
式
に
つ
い
て
、
変
数
の
数
が

K
個
あ
り
、
従
っ
て
、
化
式
が
方
握
式
の
数
に
縮
し
い
だ
け
の
変
数
を
も
つ
な
ら
ば
、

一
の
制
限
条
件
を
も
つ
喘
立
一
次
方
稲
式
の
解
の
問
題
に
帰
着
す
る
。

と
な
る
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が
ら
、
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、
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と
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が
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の
問
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を
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は
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問
題
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に
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の
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数
の
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ら
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の
性
質
の
要
求
す
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す
る
列
ベ
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ト
ル
を

が
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の
問
題
の
解
が
非
負
で
あ
ら
う
と
な
か
ら
う
と
、
非
零
に
決
定
せ
ら
れ
る
が
た
め
の
条
件
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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式

W
に
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け
る
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の
変
数
の
中
か
ら
、
任
意
に
選
ば
れ
る
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で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
は
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に
な
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る
。
そ
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す
る
と
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様
の
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ト
ル
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P2 

； 
Pm 

個
の
変
数
の
係
数
に
て
形
成
せ
ら
れ
る
炉

次
の
如
く
に
表
現
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
式
似

の
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数
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各
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在
を
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般
に
、
K
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の
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数
を
含
む

k

個
の
多
元
一
次
聯
立
方
緑
式
が
一
義
的
に
解
け
る
た
め
の
必
要
条
件
ぱ
、
変
数
の
係
数
を
も
つ
て
形
成
さ

ー

れ
た
炉
の
正
方
行
列
と
変
敬
の
係
数
に
常
数
項

b
.
h
-…

・:bk
を
加
え
て
つ
く
ら
れ
た

K

行
＋
列
の
所
謂
拡
張
さ
れ
た
行
列
と
の
階
が

k
 

K

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が

LP
の
問
題
に
も
あ
て
は
ま
る
。
即
ち
、

K
個
の
包
含
変
数
の
係
数
に
て
形
成
さ
れ
る

kz

の
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方

ー

行
列
の
階
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で
あ
り
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個
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常
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b
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に
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成
せ
ら
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る
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の
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ほ
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の
間
頴
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け
な
い
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と
こ
ろ
が
、
＋
個
の
変
数
の
中
か
ら

K

個
の
包
含
変
数
を
選
び
出
す
に
は
組
合
せ
は
少
く
と
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も

m
+
k
G
個
あ
り
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常
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が
加
え
ら
れ
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拡
張
さ
れ
た
行
列
の
形
成
せ
ら
れ
る
変
数
の
組
合
せ
も
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同
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蕊

t'l{C1c
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あ
る
か
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の
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の
問
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か
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る
た
め
の
必
要
条
件
と
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、
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の
問
題
は
方
租
式
の
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よ
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変
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を
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若
干
複
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こ
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か
ら
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た
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板
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に
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と
こ
ろ
の
包
含
変
数
の
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を
求
め
る
こ
と
に
帰
着
す
る
。
従
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て
、
聯
立
方
桓
式
が
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か
れ
る
た
め
に
必
要
な
る
条
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察

こ
れ
ら

H
及
び
⇔
の
条
件
が
同
時
に
成
立
す
る
こ
と
が
、
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問
題
の
解
が
、
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1
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~
＋
ぷ
P
j
+
：
・
+
Ak-tP, 1
 

ク
ト
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i

非
負
で
あ
ら
う
と
な
か
ら
う
と
、

pj
…

Pk
が
一
次
独
立
で
あ
る
。
即
ち
、
凡
て
が
零
で
な
い
係
数

Ci

p
5
+
 
Pi CJ
 
+
 ••• 

+
 Ptc.,=!=O 

決
定
さ
れ
得
る
。

は
、
非
負
で
あ
る
た
め
の
条
件
が
み
た
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
論
歩
を
進
め
る
。
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二
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せ
ら
れ
る
た

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

（
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列
ベ
ク
ト
ル

Pi 
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が
成
立
す
る
。

ー

⇔

式

W
に
つ
い
て
、
任
意
に
選
ば
れ
た
一
個
の
変
数
の
係
数
と
常
敬
項
と
に
て
形
成
せ
ら
れ
た
炉

k
 

る
こ
と
。
こ
れ
は
又
次
の
如
く
に
表
蜆
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
ぼ
｀
の
常
敬
項

b
l
b
o
:
．．
 
bk
を
も
つ
て
形
成
す
る
列
の
ベ
ク
ト
ル
を
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l

k

F

'

-十

一
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一
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函
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と
す
れ
ば
、
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ベ
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ト
ル
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P
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m
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中
か
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れ
た
＿
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k

 

し
て
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と
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来
る
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次
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に
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表
現
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れ
る
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め
の
必
要
条
件
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
ら
一
一
の
条
件
が
変
数
の
あ
ら
ゆ
る
組
合
せ
に
就
い
て
成
立
す
る
な
ら
ば
、
凡
て
の
変
数
は
非
零
に

こ
れ
ら
二
の
条
件
は
、
変
数
の
解
が
、
或
は
凡
て
の
変
数
の
解
が
非
零
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
か
、
更
に
進
ん
で
、
非
負
で
あ
る
こ
と
を

も
証
明
し
な
い
。
そ
れ
が
た
め
に
は
尚
ほ
別
の
条
件
を
必
要
と
す
る
が
、
そ
れ
は
本
稿
で
は
取
扱
は
な
い
。
後
の
横
会
に
譲
り
た
い
。
こ
こ
で

今
、
仮
り
に
式

W
の
変
数
の
中
か
ら

K
個
を
任
意
に
選
び
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
左
辺
に
お
き
、
残
余
の
変
数

m
個
を
右
辺
に
移
す
。
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然
る
に
、
行
ベ
ク
ト
ル

く
と
、
式
の
は

左
辺
に
そ
の
ま
ま
止
め
ら
れ
た
変
数
が
包
含
変
数
で
あ
り
、
右
辺
に
移
さ
れ
た
変
数
が
除
外
変
数
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

よ
り
任
慮
で
あ
る
か
ら
、
変
数
の
解
が
条
件
式
⑫
及
び
ぼ
を
満
す
と
は
限
ら
な
い
。

式
に
書
替
え
ら
れ
る
。

但
し
、
式
⑥
に
つ
い
て
、
左
辺
に
残
さ
れ
た
変
数
は
、
式

W
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
、
順
序
が

1

1

2
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更
に
行
ペ
ク
ト
ル

に
書
替
え
ら
れ
る
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.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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(
O
)
 

2
…

k

ま
で
選
ば
れ
て
は
い
な
い
。
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P
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,Al 1
1
A
1
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[
X
ご
X
2
ご
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9
X
K
]
1
1
x
-
P
[
P

年
ご

P
x
-
t
-
~
,

... 
,
 翌
'
+
m
]
1
1
A
2
9
[
X
年
[
9
Xご＋
2
ご
：

xご
m
]
1
1
X
2

と
お
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（

8
)
 

[
 
P,, P
z
,
 
…、
P
k
]

の
各
要
素
ぱ
、
そ
れ
そ
れ

K
個
の
要
素
か
ら
な
る
列
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
か
ら
、
ベ
ク
ト
ル

ぱ
炉
の
正
方
行
列
に
等
価
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

Al
を

炉

A
I
X
l
1
1
P
uー

A
2
X
2

式
⑥
を
ベ
ク
ト
ル
の
形
に
て
書
替
え
る
と
、

の
正
方
行
列
が
非
零
で
あ
る
と
仮
定
し
得
る
と
、
次
式
が
導
出
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
式
⑥
に
つ
い
て
番
号
を
入
れ
替
え
て

A
 

と
す
る
。
右
辺
に
移
さ
れ
た
変
数
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

k

m

+

}

]

 

ビ
C
j
ぷ
1
1
b↑
ー

2
u
i
t
X
i

I

~

1

1

k

y

i

l

 

j
1
1
 

(
i
1
1
 1
,
 2
,
 
…
)
…
9
k
)
 

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
選
択
の
結
果

W
式
は
次
の

シ
ム
プ
レ
ッ
ク
ス
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察
~

第
一
訂
方

J

れ
ら
の
選
択
は
固

ニ
四
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シ
ム
プ
レ
ッ
ク
ス
法
に
関
す
る
芳
干
の
考
察

つ
て
、
正
か
ら
負
に
変
化
す
る
揚
合
が
、

Z

Eー

ViA-;-1
A
2
八
〇

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 ．．．． 
；・
(
1
2
)

第
二
十
四
巻

の
植
の
模
大
で
あ
る
時
で
あ
る
。
か
く
し
て
、

他
面
、
式
⑱
に
つ
い
て
も
、
式
⑦
に
つ
い
て
変
数
を
二
分
し
た
こ
と
に
相
応
し
て
、
係
数

ベ
ク
ト
ル
広
、
凡
に
て
示
せ
ば
、
式
偲
は
次
の
形
に
書
替
え
ら
孔
？

N
 =
 V
1
(
A
t
 P.。1
A
立
A
,
X
2
)
+
＜
ら

I
I
V
-
A
[
•
I
P
e
+
（
＜
2
1
<
i

、1
立
ヽ
い
）
X
2
 

合
に
二
あ
る
。

こ
の
式
に
式
⑨
に
よ
り

Xr
を
代
入
し
て
整
理
す
る
と
、

N
 =
V
i
X
1
 +
 V
2
X
2
 

但
し

7AI
は
正
方
行
列

Al
の
逆
行
列
で
あ
る
。

X
1
 11
 A;-1 P
uー

A
「

'
A
,
X
2

第
一
言
古

二
五

の
値
が
減
少
す
る
。
従

の
値
を
増
加
さ

ふ
を
構
成

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 
—
よ
ー

………………………………………•••••…

•(10) 

……………………………………••………

•(11) 

こ
の
式

m
か
ら
、
所
謂

S
i
m
p
l
e
x
C
r
i
t
e
r
i
o
n
が
導
出
さ
れ
る
。
即
ち
、
右
辺
括
弧
内
が
零
で
あ
る
と
、
変
数
の
ベ
ク
ト
ル

し
て
い
る
要
素
．
叶
五
…
•
け
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Z

の
値
は
増
加
も
減
少
も
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
併
し
な
が
ら
、
括
弧

の
中
が
丁
度
零
で
あ
る
と
去
う
よ
う
な
場
合
は
寧
ろ
稀
有
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
、
括
弧
内
が
非
零
で
あ
る
揚
合
を
考
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
場

一
は
正
で
あ
る
塔
合
。
こ
こ
に
あ
っ
て
は
、

Xz
の
構
成
要
素
の
何
れ
か
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

N

せ
る
こ
と
が
出
来
る
。
二
は
負
の
場
合
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
っ
て
は
、
ふ
の
要
素
を
増
加
さ
せ
こ
と
に
よ
っ
て
、

Z

8
 

vivz
…
[
を
一
一
分
す
る
。

＞
 

そ
れ
ら
を
行
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数
の
係
数
に
関
す
る

kz

Vt 

v2 

Vk 

目
的
函
数

z
の
列
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
。

判
別
甚
準
式
⑫
を
見
る
に
、
そ
こ
に
は
多
数
の
要
素
と
多
数
の
項
と
が
あ
る
。
ま
ず
凡
と
広
。
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

に
お
げ
る
除
外
変
数

X
k
T
5
... 
XkT'

の
係
数
い
い
…
い
の
列
ペ
ク
ト
ル
、
包
含
変
数

XI

こ
れ
ら
の
取
扱
い
ぱ
比
訟
的
容
易
で
あ
る
。

A

1

2

潤

+

+

 

K

K

 

.

.

.
 

x

x

功

＇
ー
、

（
式
ぼ
）

の
正
方
百
列
の
逆
行
列
及
び
除
外
変
数

の
係
数
の

K

行

m

列
の
行
列
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
取
扱

及
び

A1
ぱ
そ
れ
ぞ
れ
式
⑤
に
お
け
る
包
含
変

X2 

Xk

の
係
数

併
し
な
が
ら
、

の
組
合
せ
を
発
見
す
る
わ
け
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
同
じ
手
続
を
緑
返
し
て
、
判
別
甚
準
に
遮
合
す
る
変
数

が
問
題
の
最
適
解
で
あ
る
。
併
し
迂
が
ら
、

か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
包
合
変
数
を
構
成
す
る
項

第
二
十
四
巻

の
条
件
の
間
さ
れ
る
時
、

N

の
値
が
極
大
と
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
不
等
式
を
シ
ム
プ
レ
ッ
ク
ス
判
別
韮
準

S
i
m
p
l
e
x
C
r
i
t
e
r
i
o
n
と
一
云
う
。

k
 

か
く
し
て
、
＋
個
の
変
数
の
中
か
ら
任
意
に
方
程
式
の
数
に
縮
し
い
だ
け
の
変
数

k
債
を
選
び
出
し
、
こ
れ
を
包
含
変
数
と
し
て
左
辺
に

m
 

お
く
。
こ
れ
ら
の
変
数
の
行
の
ベ
ク
ト
ル
が

xJ
で
あ
る
。
残
余
の
変
数
の
行
ペ
ク
ト
ル
が
ふ
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
か
か
る
組
合
せ
に

つ
い
て
、
ベ
ク
ト
ル
に
、
い
、
行
列
式

-Al
及
び

A1
を
計
算
し
て
、
そ
れ
ら
諸
要
素
の
計
算
の
結
果
が
判
別
基
準
に
合
う
か
否
か
を
検
す
る
。

一
回
の
遼
択
で
、
た
ま
た
ま
、
そ
れ
ら
の
選
択
が
判
別
晶
準
に
合
う
よ
う
な
こ
と
は
、
稀
有
で
あ

ら
う
。
若
し
合
は
な
い
な
ら
ば
、
か
く
の
如
き

XI
は
最
達
解
で
な
い
か
ら
、

Xl
の
紐
合
せ
の
中
か
ら
あ
る
も
の
を
選
ん
で
、
こ
れ
を
除
外

変
数
と
な
し
、
そ
の
代
り
に
除
外
変
数
の
中
か
ら
何
れ
か
を
包
合
変
数
に
組
入
れ
る
。

が
変
化
を
受
け
る
か
ら
、
判
別
苗
準
式
に
合
う
か
否
か
を
更
に
検
す
る
。

X
l
1
1
A
[
 1Po 

若
し
合
う
な
ら
ば
か
く
の
如
き

Xl
の
解
即
ち
、

シ
ム
。
フ
レ
ッ
ク
ス
怯
に
関
す
る
若
干
の
考
察

第
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…
…
…
…
…
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…
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u.a) 

こ
の
性
質
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
判
別
基
準
の
計
算
が
極
度
に
簡
単
に
な
る
。
即
ち
、
判
別
基
準
式
⑫
か
ら
逆
行
列

TAl
を
除
去
す

る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
‘
式
⑥
に
お
い
て
、

l
の
左
辺
の
左
か
ら
数
へ
て
最
後
の

K
個
の
変
数
即
ち
不
働
変
数
の
凡

意
味
を
な
さ
ぬ
。
そ
う
す
る
と
、
極
大
に
す
べ
き
目
的
函
数

z

を
包
含
変
数
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
係
数
で
形
成
せ
ら
れ
る
一
止
方
行
列
は
正
に
対
角
行
列
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
選
び
出
し
方
は

1

2

 

に
お
け
る
そ
れ
ら
変
数
の
係
薮
[
〖
…
[
は
悉
く
零
で
あ
り
、
Z

v

>

 

そ
こ
で
、
少
く
と
も
凡
て
が
不
働
変
数
で
な
く
、
し
か
も
、
そ
の
変
数
の
行
列
を
容
易
に
対
角
行
列
に
換
算
し
得
る
よ
う
な

シ
ム
。
フ
レ
ッ
ク
ス
法
に
関
す
る
若
千
の
考
察

亦
そ
う
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
て

B

B
B
-
l
 1
1
1
 

B
1
1
 B
-
1
=
1
 

第
二
十
四
巻

第
二
号

ニ
七

も
、
か
く
の
如
き
対
角
行
列
の
値
は
1
で
あ
り
、
又
そ
の
逆
行
列
は
本
行
列
に
等
し
く
、
従
っ
て
、
そ
の
逆
行
列
の
値
も
亦
1
で
あ
る
。

を
対
角
行
列
と
し
、

E

k

個
の
変
数

を
そ
の
逆
行
列
と
す
る
な
ら
ば
、
両
者
の
間
に
は
次
の
関
係
が
成
立
す
る
。

そ
れ
ら
の
要
素
を
も
つ
て
構
成
せ
ら
れ
た
い

正
方
行
列
は
、

対
角
行
列
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。

も ＜
 

↓ヽカ

い
は
、
特
に
要
素
の
数
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
た
と
い
、
電
気
計
算
機
を
使
用
す
る
と
し
て
も
、
可
成
り
に
複
雑
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
計
算
を
簡
単
に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
、
式

U
か
ら

K

個
の
包
含
変
敬
を
取
上
げ
て
⑥
を
作
る

k

e

k

 

る
こ
と
を
考
え
る
に
、
＋
個
の
変
数
の
中
か
ら

K

個
を
選
出
す
る
に
は
、
サ
だ
け
の
組
合
せ
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
式

5

m
 

の
左
辺
の
最
後
の
K
個
の
変
数
を
包
含
変
数
と
し
て
作
っ
た
式
⑥
を
見
る
に
、
弦
に
特
別
な
様
相
の
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
で
あ
ら
う
。

即
ち
、

m

m

... 

m

の
変
数
の
各
式
の
係
数
は
、
[
1, 0
,
 0
 ̀
 

••• 

、O
]
,
[
O
,
 
1, 
0
,
 
・・・
9
0
]

．．．
 
[
O
`
o
、
…
,
0
,
 
1, 0
,
 • 

・・"
O
]…

[
O、0
•…
"
o
.
 
1] 

x

x

x

 

即
ち
単
位
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
。
従
っ
て
、

―ヽ

し
カ
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右
式
群
の
第
一
式
が
基
準
方
産
式
で
あ
る
。

る
と
、
か
く
の
如
き
方
胆
式
組
織
は
次
の
も
の
と
な
る
。

'- . . 
第
二
十
四
巻

XI

を
選
ん
だ
と
す
る
。
そ
う
す

個
の
方

か
く
の
如
き
変
数
の
組
合
せ
は
多
数
あ
り
得
る
の
で
あ
る
が
、
最
初
に
手
掛
け
る
べ
き
も
の
は

の
組
合
せ
を
選
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ー

不
慟
変
数
を
一
個
と
活
動
変
数
を

1
個
と
を
含
む
組
合
せ
で
あ
る
。
こ
う
一
字
ぅ
組
合
せ
も
亦
多
数
あ
り
得
る
わ
け
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し

k
 

て
も
、
そ
の
よ
う
な
変
数
の
組
合
せ
を
も
っ
と
こ
ろ
の
式
⑧
に
相
当
す
る
聡
立
方
稲
式
は
、
次
の
如
き
構
成
と
な
る
。
即
ち
、

K

程
式
の
中
の
何
れ
か
の
一
式
に
お
い
て
は
、
そ
の
左
辺
に
あ
る
変
数
、
即
ち
包
含
変
数
の
中
の
一
っ
だ
げ
は
、
係
数
は
非
零
、
他
の
悉
く
は
係

ー

数
が
零
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
忌
式
を
基
準
桓
式
と
呼
ぼ
う
。
残
余
の
一
個
の
方
租
式
に
お
い
て
は

2
個
の
変
数
の
係
数
が
非
零
で
あ

k
 

2
 

り
、
そ
の
一
は
必
ず
1
で
あ
る
。
叉
残
余
の
一
個
の
変
数
の
係
数
は
零
で
あ
る
。

k

1

 

右
の
如
き
方
程
式
組
織
を
つ
く
る
た
め
に
、
如
伺
な
る
変
数
を
選
ぶ
べ
き
か
。
ま
ず

k

個
の
不
働
変
数
の
中
か
ら
一
個
を
選
ぶ
に
は
方

k
 

法
が

K

個
だ
け
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
今
、

W
式
に
つ
い
て
、

m

m

…

m

を
選
び
、
そ
れ
に
加
え
ら
れ
る
一
の
活
動
変
数
を
選
ぶ
に

x

x

x

 

も
多
数
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
ど
う
選
ぶ
か
は
後
に
詳
論
す
る
と
し
て
、

m
個
の
活
動
変
数
中
か
ら
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シ
ム
プ
レ
ッ
ク
ス
法
に
関
す
る
行
干
の
考
察

…
…
…
…
…
…
…
…
…
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1
4
)
 

試
準
方
径
式
と
一
云
う
わ
け
は
、
式
⑪
の
左
辺
の
変
数
の
係
数
に
て
形
成
せ
ら
れ
る
非
対
角
行
列

第
二
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シ
ム
。
フ
レ
ッ
ク
ス
法
に
開
す
る
若
干
の
考
祭

式
⑮
に
つ
い
て
、
左
辺
の
変
数
の
係
数
に
て
形
成
せ
ら
れ
る
炉

湯
合
に
フ
ル
に
書
け
ば
、
次
の
如
く
に
な
る
。

O
x
i
十

第
二
十
四
巻

第
二
号

の
正
方
行
列
は
定
に
対
角
行
列
で
あ
る
。
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ア
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と
m
+
l

基
準
方
忌
式
に

aa
を
乗
じ
て
、
・
1

番
目
の
式
か
ら
差
引
い
て
変
形
す
る
。

1
 

_
|
X
m
+
 

a
u
 

二
九

従
っ
て
、
判
別
基
準
式
を
今
の

…
 

.

.

.

.

.

.
 （

1
5
)
 

か
く
し
て
、
式
⑪
の
変
形
は
次
の
如
く
に
な
る
。

で
あ
る
。
変
形
さ
れ
た
基
準
方
握
式
に

aZI

を
乗
じ
て
、
第
二
式
か
ら
差
引
き
、
第
二
式
が
変
形
さ
れ
る
。

同
様
に
、
第
・
1

番
目
の
式
は
、

次
に
、
第
一
式
即
ち
華
準
方
緑
式
を
包
含
変
数
の
唯
一
の
非
零
の
係
数

au
に
て
両
辺
を
割
る
。

を
対
角
行
列
に
な
ほ
す
た
め
に
重
要
な
役
割
を
も
っ
か
ら
で
あ
る
C

か
く
し
て
変
形
し
て
も
元
の
式
と
等
価
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i

番
目
の
式
の
右
辺
の
第

j

番
目
の
変
数
の
係
数
で
あ
る
。
一
云
う
ま
で
も
な
く
、
判
別
基
準
式
⑯
が
負
で
な
く
て
は

な
ら
ぬ
。
か
く
し
て
、
判
別
基
準
の
計
算
ぱ
、
係
数
の
行
列
を
対
角
行
列
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
極
変
に
容
易
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

式
⑯
の
最
後
の
辺
（
最
後
の
行
ベ
ク
ト
ル
）
に
つ
い
て
、
凡
て
の
粟
素
が
非
正
で
あ
る
な
ら
ば
、
か
く
の
如
き
包
含
変
数
の
組
合
せ
は
、
正
に

を
極
大
に
す
る
と
こ
ろ
の
最
適
解
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
要
素
の
中
に
正
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
要
素
の
除
外
変
数
を
包
含
変

数
と
し
て
、
方
程
式
の
左
辺
に
移
し
、
そ
の
代
り
に
、
包
含
変
数
と
し
て
今
ま
で
左
辺
に
お
か
れ
て
い
た
変
数
を
除
外
変
数
と
し
て
右
辺
に
移

す
こ
と
に
よ
っ
て
、

N

数
個
転
換
す
る
と
、
対
魚
行
列
を
も
っ
と
こ
ろ
の
方
程
式
組
織
に
換
算
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

判
別
基
準
が
あ
る
段
隊
の
計
算
結
果
に
よ
っ
て
二
つ
で
は
な
く
て
複
数
の
変
数
が
王
の
値
を
も
つ
湯
合
、
佃
れ
の
変
数
を
ま
ず
左
辺
に

移
す
か
。
（
正
の
値
を
も
つ
変
数
が
唯
一
つ
の
場
合
は
、
こ
の
問
題
は
起
ら
な
い
）
゜
⇔
除
外
変
数
の
中
か
ら
包
含
変
数
に
転
換
さ
る
べ
き
も

(—) 
数
転
換
作
業
に
つ
い
て
問
題
が
一
一
起
り
得
る
。

z 但
し
、

a
ご

ほ

⑮

の

を
更
に
大
き
く
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

シ
ム
プ
レ
ッ
ク
ス
法
に
開
す
る
若
千
の
考
察

左
右
両
辺
一
個
づ
つ
の
変

唯
、
左
右
辺
々
転
換
の
作
業
は
一
度
に
一
‘
つ
つ
し
か
行
え
な
い
。

一
回
に
複

~.:, 
"''~-
w "' 

: : ．． 
~ ~ 
、-"'~ ;i~ 、

l:) l:) l:) 
汗ヽ to_、 一、
ミ 蕊ミ
+ + + 
～ --
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シ
ム
プ
レ
ッ
ク
ス
法
に
関
す
る
若
千
の
考
察

ま
ず
、
第
一
の
間
頚
か
ら
考
察
す
る
。

本
稿
は
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
解
く
こ
と
に
つ
い
て
の
一
の
試
論
で
あ
る
。

る。

第
二
号

そ
う
云
う
揚
合
に
は
ど
の
通
路
を
適
っ
た
ら
、
同
じ
変
数
が

の
が
一
っ
定
ま
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
た
め
に
、
前
の
段
階
の
計
算
に
お
い
て
包
含
変
数
で
あ
っ
た
も
の
の
中
か
ら
、

な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
一
っ
を

K
個
あ
る
包
含
変
数
の
中
の
ど
れ
に
す
る
か
。

こ
う
一
写
う
二
つ
の
問
題
に
対
し
て
、
そ
れ
を
解
く
た
め
の
基
準
を
備
え
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う
で
な
い
と
、
さ
な
ぎ
だ
に
煩
雑
な
る

LP
問
題
の
解
決
を
更
に
煩
雑
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

の
問
顆
の
解
を
求
め
よ
う
と
し
て
計
算
し
た
こ
と
あ
る
人
は
何
人
も
経
験
す
る
よ
う
に
、

こ
の
第
一
一
の
開
四
と
同
じ
性
質
の
問
題

の
が
、
次
の
段
階
で
除
外
変
数
に
な
り
、
更
に
後
の
段
階
で
同
じ
変
数
が
又
包
含
変
数
に
な
る
こ
と
が
屡
々
あ
ら
は
れ
る
。
併
し
な
が
ら
、
そ

れ
は
計
算
の
徒
労
で
し
か
な
い
。
尤
も
、
避
け
ら
れ
な
い
徒
労
ほ
い
た
し
方
な
い
と
し
て
も
避
け
ら
れ
る
徒
労
は
避
け
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
か
う

し
て
、
何
れ
の
計
算
段
階
に
お
い
て
も
包
含
変
数
の
選
択
に
関
し
て
多
数
の
可
能
な
る
入
口
が
あ
る
。

と
、
同
じ
目
的
地
に
到
達
し
得
る
に
し
て
も
、

通
過
す
べ
き
道
肋
、

そ
れ
ら
複
数
の
可
能
な
る
入
口
を
入
る

一
の
入
口
か
ら
入
る
遥
路
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
二
回
の
繰
返
し
で
目
的
袖
に
到
逹
出
来
る
の
に
、
他
の
入
口
を
入
る
通
路
に
討
い
て

は
四
回
の
繰
返
し
を
し
な
く
て
ほ
な
ら
な
い
と
一
ぞ
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
得
る
。

計
算
の
諸
段
階
で
除
外
変
薮
に
な
さ
れ
た
り
包
合
変
数
に
な
さ
れ
た
り
す
る
避
け
ら
れ
る
無
駄
を
出
来
る
だ
け
避
け
、
計
算
の
繰
返
へ
し
が
出

来
る
だ
け
少
く
て
、
最
も
早
く
簡
単
に
目
的
に
到
逹
し
得
る
か
に
つ
い
て
．
こ
れ
を
訣
定
す
る
た
め
の
伺
等
か
の
道
標
が
な
く
て
ぱ
な
ら
ぬ
。

除
外
変
数
の
中
か
ら
一
を
取
上
げ
て
、
之
を
包
含
変
数
に
廻
す
。
そ
の
た
め
に
今
ま
で
の
包
含
変
数

LP 
は
、
実
は
最
初
の
計
算
段
階
に
も
あ
ら
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

即
ち
、

第
二
十
四
巻

判
別
基
準
訂
算
の
繰
返
し
の
回
数
の
異
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ

一
の
段
階
で
勉
含
変
数
に
組
入
れ
ら
れ
た
も

―
つ
が
除
外
変
数
に
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z 
一
体
、
あ
る
変
数
を

K
個
だ
け
包
含
変
数
に
選
ん
だ
と
云
う
こ
と
は

第
二
十
四
巻

我
ら
の
問
題
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

の
中
か
ら
一
を
除
外
変
数
に
お
と
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
我
々
の
例
に
つ
い
て
一
云
え
ば
、

K
個
の
包
変
数
の
中
か
ら
一
を
除
外
変
数
に
転
換

す
る
場
合
、
ど
れ
を
選
ぶ
べ
き
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
あ
る
租
度
の
解
決
が
な
さ
れ
て
い
る
。

今
‘
⑮
に
よ
っ
て
、
ふ
が
右
辺
か
ら
左
辺
に
認
さ
る
べ
き
こ
と
が
判
っ
た
と
し
よ
う
。
そ
の
代
り
に
左
辺
に
あ
る
変
数

xi

9

t

3

 

+

+

 

m

m

 
... 
磁

x

x

x

 

の
中
か
ら
例
れ
が
右
辺
に
移
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
。
こ
の
問
題
は
、

K
個
の
包
合
変
数
の
中
か
ら
、
何
れ
の
一
個
を
捨
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

結
び
着
け
た
が
よ
い
か
、

の
期
大
に
貢
献
す
る
こ
と
が
最
も
大
き
い
か
と
云
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
決
定
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

X
i
i
 
•• 
m

が
包
含
変
数
に
選
ば
れ
て
い
る
時
の

Z

を
乙
に
て
示
す
。
ふ
を
取
り
入
れ
て
、
何
れ
か
を
捨
て
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の

x

x

 

際
捨
て
ら
る
べ
き
も
の
は
変
数

xJL.mT
の
中
の
何
れ
で
も
よ
い
わ
け
で
あ
る
け
れ
ど
も
，
こ
こ
に
一
の
制
限
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
捨
て
ら
る

x

x

 

ー

2

3

 

べ
き
も
の
は

t

[

…
[
の
一
個
の
中
か
ら
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
芸
う
こ
と
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
そ
れ
ら
包
含
変
数
の
中
か
ら

Xl

x

x

x

K

 

ー

を
捨
て
て
、
そ
の
代
り
に
石
を
入
れ
る
と
、
そ
れ
は
一
個
の
不
働
変
数
に
加
え
ら
れ
る
活
動
変
数
が

Xl
で
な
く
て
ふ
と
な
り
、

XL
を

k
 

ふ
を
結
び
つ
け
た
が
よ
い
か
と
云
う
問
題
に
な
り
、
こ
れ
は
寧
ろ
、
私
が
解
決
を
後
に
考
察
し
よ
う
と
し
て
護
つ

よ
う
。
そ
う
す
る
と

Z

た
、
そ
う
し
て
、
最
初
の
段
階
に
お
い
て
逢
着
す
る
問
題
と
な
る
。

ー

石
の
代
り
に
、

Xl

で
は
な
し
に
一
個
の
不
働
変
数
の
中
か
ら
何
れ
を
選
ぶ
べ
き
か
の
開
題
を
考
え
る
。
郎
ち
任
意
に

k
 

が
変
化
す
る
。
そ
れ
を

ZI
に
て
表
わ
そ
う
。

シ
ム
プ
レ
ッ
ク
ス
法
に
関
す
る
若
干
の
考
家

こ
こ
で
は
、
暫
ら
く
そ
の
問
題
に
触
れ
な
い
で
進
む
が
よ
い
で
あ
ら
う
。

C
1
 rn

を
捨
て
る
と
し

x
 

残
余
の

m
個
を
除
外
変
数
に
選
ん
だ
こ
と
で
あ
り
、

m
個
の
変
数
を

除
外
変
数
に
選
ん
だ
と
一
云
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
変
数
を
統
済
的
活
動
の
外
に
お
く
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
変
数
を
零
と
お
く
こ
と

第
二
号
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次
に
、

シ
ム
プ
レ
ッ
ク
ス
法
に
閃
す
る
若
干
の
考
察

ふ
を
包
含
変
数
と
し
て
左
辺
に
移
し
、
そ
の
代
り
に

の
値
が
解
が
れ
た
か
ら
、

ZI
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

果
の
一
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
包
合
変
数
の
こ
の
組
合
北
」
の
解
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
一
サ

か
く
し
て
、
そ
れ
ら
の
変
数

で
あ
る
。
従
っ
て
、

K

個
の
匈
含
変
数
の
解
は
、

xt

『•• 

]
を
包
合
変
数
に
し
た
湯
合
に
つ
い
て
一
云
う
な
ら
ば
、
式
⑮
の
右
辺
の
変
数

x

x

 

を
凡
て
零
と
し
て
左
辺
と
常
数
項
だ
げ
で
解
か
け
る
筐
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
方
器
式
群
の
各
式
に
て
は
、
た
だ
―
つ
の
変
数

で
あ
っ
て
、

項
で
あ
る
。
か
う
し
て
、
変
数
の
解
を
求
め
る
こ
と
が
極
め
て
容
易
に
な
る
こ
と
も
対
角
行
列
を
も
つ
よ
う
な
方
舜
式
に
換
算
す
る
こ
と
の
効

b
-

…
…
ざ

m
+
~
1
1
b

勺
ー
ー
含
闘
芝
：
·
…

a
l
 

併
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
包
含
変
数
の
解
は

LP
間
頸
の

5
の
条
件
に
従
っ
て
、
非
負
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
若
し
、
こ
れ
ら
変
数
の
解
の
中

に
負
が
含
ま
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
組
合
せ
は
、
中
途
の
計
算
段
階
で
あ
っ
て
も
捨
て
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

z, =
V
i
b
i
'
+
<
n
+
2
b
2
f
+
＜
iU+1
テ
、
十
・
・
・
＋
＜
mA,ibi、
十
：
・

t

を
除
外
変
数
と
し
て
右
辺
に
移
す
と
、
方
程
式
組
織
⑮
は
次
の
如
く

x
 

に
変
は
る
。
こ
の
際
、
そ
う
し
た
変
数
の
組
合
せ
の
解
を
求
め
る
だ
け
が
目
的
で
あ
る
か
ら
、
方
緑
式
組
織
を
フ
ル
に
魯
く
必
要
は
な
い
。

b
l
、

b
I
 

XIIIIIP 

a-l 

b2
、

b
-

岱
＋
2
1
1
b
2
1
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団
111
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残
余
の
変
数
の
係
数
に
凡
て
零
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あ
る
か
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、
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の
係
数
が

1

非
零
の
係
数
を
も
つ
唯
一
の
変
数
の
解
は
当
該
方
産
式
の
常
数
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X
l
 

X
2
 

X～互＇
3

方
産
式
組
観
は
、
次
の
如
く
に
な
る
。

を
か
け
て
第
三
式
か
ら
引
く
。

茎
準
方
租
式
は
第
二
式
で
あ
る
。 b
-

r

b

i
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d
、
t
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き

ー
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互
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こ
の
式
を
五
に
て
割
る
。
こ
の
変
形
基
準
方
緑
式
に
，
a
を
か
け
て
第
一
式
か
ら
差
引
く
。
前
者
に

1a

か
く
の
如
き
手
続
を
⑰
式
の
凡
て
に
施
せ
ば
式
⑰
の
変
形
ふ
」
ら
れ
て
、
変
数
の
係
激
が
対
角
行
列
と
な
る

d
-
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r
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シ
ム
プ
レ
ッ
ク
ス
法
に
関
す
る
若
干
の
考
疾

叡
一
の
括
弧
の
中
。
こ
の
中
の
各
項
は
、
前
の
計
尊
段
指
か
ら
こ
の
ま
ま
包
含
変
数
と
し
て
持
越
さ
れ
た
変
数
の
要
素
で
あ

2
 

る
。
今
の
場
合
、

X
l
.
[

以
下
の
一
偲
の
変
数
に
関
す
る
。
そ
し
て
、

Vl

訊

．．． 

は
所
与
不
変
、

1
5
,
5

以
下
は
や
が
除
外
変
数
か
ら
包

k
 

含
変
数
に
転
換
さ
れ
る
限
り
、
不
変
の
大
さ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
第
一
一
の
括
弧
の
中
は
次
の
闘
係
を
除
い
て
不
変
に
保
た
れ
る
。
そ
の
関
係
と

[
が
除
外
変
数
に
ま
わ
さ
れ
た
の
で
括
弧
の
中
は

'ara
…
と
の
そ
の
係
数

x
 

云
う
の
は
、

ふ
が
包
含
変
数
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
た
め
に

そ
し
て
、
そ
れ
は
又
可
時
に
変
数
の
解
を
も
示
す
e

こ
こ
に
お
い
て
も
、
解
は
非
負
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

ー

b

f

2

r

b

1

2

了
V

已
'
3
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、．了ー
b
f
2
a
、
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＋
・
・
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d
、22
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ー

V
,
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'
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＋
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ぃ
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f
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+
<
m
+
t
(
b
、
勺
ー
寸
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こ
＋
…

4
v
g
+
k
(
b
r
:

ー

d
2
2
 

従
つ
て
、
包
合
変
数

Xl

』
〗
.
〗
に
つ
い
て
、
』
を

そ
れ
は
一
云
う
ま
で
も
な
く
乙
と

zi
と
の
差
だ
け
で
あ
る
。
即
ち
式
⑱
と
⑰
と
か
ら
、

b
、2

v
m
芯
b
'
i
)

ー

寸
(
<
l
a
、12
+
<
蕊
+
3
a
、32
十
…
＋
＜
i

a
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答
ー
Z
I
I
I
(＜
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因
ー
＂＂ 

右
式
を
見
る
。

る

Z

は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
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m
+
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b
、9

、

1
1
b
、
[
I
.
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:
a
k
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＇ツ
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t
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d
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ふ
と
取
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

Z
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が
ど
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だ
け
増
加
し
た
か
と
云
う
に
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そ
れ
ら
の
解
に
よ
っ
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計
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さ
れ
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第
一
の
括
弧
の
中
の
値
が
不
変
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

目
の
方
程
式
に
お
い
て
非
零
の
係
数
を
有
す
る
変
数
が
定
に

す
る
よ
う
な

響
は
小
さ
い
。

Vr 

第
二
十
四
巻

こ
の
標
準
に
は
、
前
述
の
如

こ
れ
が
、
多
く
の
論
者
に

ふ
の
代
り
に
如
伺
な
る

シ
ム
プ
レ
ッ
ク
ス
渋
に
関
す
る
w
右
干
の
考
察

…
で
あ
る
の
で
あ
る
が
、
十
で
な
し
に
[
が
除
外
変
敬
に
ま
わ
さ
れ
る
と
ヽ
}

J

の
括
弧
の
中
に
入
る
要
素
に
変
化
が
起
る
o

即
ち

m
 

x
 

Vm +
 3
 a'32

が
入
ら
な
く
て
く
i
+
2
d
町
が
入
る
。
こ
の
変
化
は
、
他
の
要
素
に
非
零
の
も
の
が
多
く
あ
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
全
体
の
値
に
及
ぼ
す
影

今
仮
り
に
、
こ
の
影
轡
は
常
に
無
視
し
得
る
と
仮
定
す
る
と
、
第
一
一
の
括
弧
と
そ
の
係
数
と
の
積
は
、
そ
の
係
数
の
値
に
よ
っ

て
大
き
く
も
な
り
小
さ
く
も
な
る
。
そ
こ
で
、
第
一
の
括
弧
の
値
を
不
変
と
す
る
と
、

く
二
の
前
提
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

変
で
あ
る
こ
と
。
け

じ
、

T

艮

ち

（

ふ
の
代
り
に
除
外
変
数
に
ま
わ
さ
れ
る
変
数
と
し
て
何

を
選
ぶ
か
と
云
う
に
、
式
⑲
の
差
を
最
大
に
す
る
も
の
、
即
ち
、
常
数
と
仮
定
さ
れ
た
第
一
の
括
弧
か
ら
差
別
か
る
べ
き
第
二
項
を
最
少
に

ふ
と
他
の
変
数
と
の
組
合
せ
で
あ
る
。
差
引
が
る
べ
き
第
二
項
ぱ
不
変
と
仮
定
さ
れ
た
括
弧
の
中
の
値
と
炉
，
a
と
の
積
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
第
一
一
項
を
最
小
に
す
る
た
め
に
は
係
数
包
，
a
を
最
少
に
す
れ
ば
よ
い
。
そ
う
し
て
、
こ
の
係
数
は

も
の
を
除
外
変
数
と
す
る
か
に
よ
っ
て
変
る
。
ふ
の
代
り
に
左
辺
の
第
一
一
番
目
に
お
か
れ
た
変
数

mT

を
除
外
変
数
と
し
た
か
ら
、
こ
の
係
数

x
 

は
始
云
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ふ
の
代
り
に
三
番
目
に
お
か
れ
た
変
数
．
〖
を
除
外
変
数
に
ま
わ
す
と
、
そ
の
係
数
は
兄
―

,
aと
な
る
。

か
く
て
、
こ
の
係
数
を
最
小
に
す
る
た
め
に
は
、
式
⑮
の
左
辺
に
お
け
る
ふ
の
係
数
，

a
，a
,
a••• 

,a
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
右
辺
の

常
数
項
い
兄
い
・
・
・
払
を
割
つ
て
、
そ
の
伯
の
最
小
な
る
も
の
を
選
べ
ば
よ
い
。
若
し
、

j
番
目
の
値
が
最
小
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

j
番

ふ
と
取
替
え
ら
る
べ
き
変
数
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

よ
っ
て
誘
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
包
合
変
数
に
選
ば
れ
た
る
変
数
の
代
り
に
、
除
外
変
数
を
選
ぶ
標
準
で
あ
る
。

第
二
の
括
弧
の
中
の
数
値
が
ど
の
変
数
が
除
外
変
数
に
ま
わ
さ
れ
よ
う
と
も
不

第
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シ
ム
プ
レ
ッ
ク
ス
法
に
関
す
る
若
千
の
考
察

す
る
如
き
も
の
が
選
ば
る
べ
き
で
あ
る
。

右
辺
頃
の
値
は
最
大
と
な
ら
ぬ
。

る
。
今
の
場
合
、
前
者
は

第
一
の
括
弧
の
中
に
つ
い
て
。

第
二
号

一七

と

併
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
二
の
仮
定
は
是
証
さ
れ
難
い
。
第
二
の
括
弧
の
中
の
要
素
に
つ
い
て
。
ふ
が
包
含
変
数
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
確
定

す
る
な
ら
ば
、
右
に
お
け
る
各
式
の
係
数
，
5

，
‘,a‘
…

,ak

は
不
変
で
あ
る
が
、
括
弧
の
中
に
入
る
項
は
何
が
除
外
変
数
に
選
ば
れ
る
か
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
来
る
。

Jn

の
代
り
に

m

が
選
ば
れ
る
と
、
こ
の
中
に
入
る
も
の
は
く
き
ま
a
、32

で
は
な
し
に
く
m
古

a
、22

と
な
る
。
我
々

の
計
算
段
階
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
変
数
は
共
に
不
働
変
数
で
あ
る
か
ら
そ
れ
ら
の
積
は
共
に
零
で
あ
る
が
、
計
算
段
階
の
進
む
つ
れ
て
、
取

替
え
ら
れ
る
変
数
が
活
動
変
数
で
あ
る
可
能
が
多
く
な
り
、
そ
れ
ら
の
変
化
を
無
視
す
る
こ
と
は
大
き
な
誤
り
を
冒
す
可
能
が
盛
々
大
き
く
な

る
。
最
初
の
段
階
に
お
い
て
は
第
二
の
括
弧
の
中
の
各
項
は
凡
て
零
で
あ
る
が
、
段
階
の
進
む
に
つ
れ
て
、
そ
れ
ら
の
項
に
し
て
零
で
な
い
も

の
が
益
々
多
く
な
る
。
従
っ
て
、
段
階
が
大
き
く
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
は
、
非
零
の
項
の
数
が
多
く
、
括
弧
の
中
を
常
数
と
見
倣
す
こ
と
が
左
ま

で
大
き
な
誤
り
で
な
い
可
能
が
生
ず
る
で
あ
ら
う
が
、
計
算
段
階
が
初
め
の
と
こ
ろ
で
は
、
そ
う
云
う
可
能
は
少
い
。

な
る
。
従
っ
て
、

こ
れ
は
包
含
変
数
と
な
っ
た
も
の
に
関
す
る
要
素
と
除
外
変
数
と
な
っ
た
も
の
に
関
す
る
要
素
と
か
ら
な

b
r
3
 

ふ
、
後
者
は
[
で
ぁ
つ
た
；
右
し
後
者
が

m

に
な
る
矢
こ
の
括
弧
の
中
の
要
素
は

V

「
_
:
ー
V
蕊
古
客

x

x

a

、32

ふ
の
代
り
に
除
外
変
数
と
な
る
も
の
が
何
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
値
が
変
化
す
る
。

て
最
小
と
な
る
方
稲
式
の
変
数
が
除
外
変
数
に
ま
わ
さ
れ
る
と
云
う
原
則
は
正
し
く
な
い
。

か
く
し
て
、
第
二
括
弧
と
括
弧
に
か
け
ら
れ
た
項
と
の
積
が
最
小
で
あ
っ
て
も
、
第
一
括
弧
の
中
の
値
が
最
大
で
な
い
な
ら
ば
、
式
⑲
の

か
く
し
て
、
新
た
に
包
含
変
数
と
な
る
も
の
の
各
式
の
係
数
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
各
式
の
常
数
項
を
わ
っ

そ
れ
が
何
で
あ
ら
う
と
、
式
⑱
の
差
を
最
大
に

第
二
十
四
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の
不
働
変
数
に
加
え
ら
る
べ
き
包
含
変
数
と
し
て
は

第
一
式
が
基
準
方
桓
式
で
あ
る
。

Xi

は
不
道
当
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
叉
若
し
、

Xi

を
加
え
た

K
個
の
包

ーk
 

論
述
の
順
序
が
逆
に
な
っ
た
が
、
第
一
の
間
頴
に
立
ち
帰
え
る
。
即
ち
、
一

変
数
を
作
る
の
に
、

m
個
の
活
動
変
数
の
中
か
ら
、
何
れ
の

1
個
を
選
ぶ
べ
き
か
。
こ
の
問
題
に
は
今
一
の
問
題
を
内
合
す
る
。
そ
れ
は

K

ー

個
あ
る
不
働
変
動
の
中
で
何
れ
の
一
個
を
包
含
変
数
に
す
る
か
の
間
題
で
あ
る
。

k
 

+

+

 

ー

ま
ず
、

K

個
の
不
働
変
数
の
中
か
ら
任
意
に
一
個
を
選
び
出
し
た
と
す
る
。
そ
れ
を
れ

m

…

m

と
す
る
。
即
ち
、
式
ぽ
の
左
辺

x

x

 

ー

k
 

m
 

よ
り
、
こ
れ
ら
の
変
数
だ
け
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、
残
余
の
＋
個
の
変
数
を
一
応
右
辺
に
移
す
。
そ
う
し
て
、
右
辺
に
移
さ
れ
た
＋

m
 

個
の
除
外
変
数
の
中
か
ら
何
れ
か
一
個
、
例
え
ば

xi
を
左
辺
に
差
戻
し
て
、

K
個
の
包
含
変
数
を
作
る
。
そ
う
す
る
と
．

K
信
の
方
舜
式
は

ー

凡
て
、
そ
の
左
辺
に
お
い
て
一
個
の
不
働
変
数
と
一
個
の
活
動
変
数
と
を
も
つ
の
で
あ
る
が
、

K
個
の
方
程
式
の
付
れ
か
一
個
の
方
程
式
に

k
 

1

1

 

あ
っ
て
は
、
一
個
の
不
動
変
数
の
係
数
が
悉
く
零
で
あ
り
、
残
余
の
一
個
の
方
程
式
に
あ
っ
て
は
、
一
個
の
不
働
変
数
の
中
で

1

個
宛

k

k

k

 

が
係
数
が

1
で
他
は
零
で
あ
る
と
去
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
前
の
特
別
の
方
緑
式

i

が
基
準
方
径
式
で
あ
る
。
我
々
の
今
の
例
に
お
い
て
は

こ
の
よ
う
な
膳
造
を
也
つ
方
経
式
群
を
、
そ
の
包
含
変
数
の
係
数
で
作
ら
れ
る
炉

列
に
な
る
よ
う
に
変
嘉
す
る
。
そ
れ
ら
変
形
さ
れ
た
方
程
式
の
右
辺
の
常
薮
項
は
｀
第
一
式
第
二
式
：
·
…
•
第

j

式
…
…
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

b
-
9
b

しー

E
0き
…

b
s

ー
:
ー
互

．．． 

と
な
り
、
そ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ

X
i、
^
[
…
•
[
：
。
の
臀
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
解
の
中
に
は
負
値

a

u

a

i

l

d

こ

を
取
る
も
の
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
若
し
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
解
は
、
計
互
の
中
途
段
階
に
お
い
て
で
あ
る
と
し
て
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シ
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い
こ
と
が
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ら
れ
る
。
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の
添
数
は
変
数
の
組
合
せ
を
示
す
。

れ
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
的
函
数

z

第
二
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四
巻

第
一
言
サ

を
よ
り
大
き
く
す
る
か
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
第
一
一
段
階
の
計
算
に
お
い
て
、
（
ぷ
し
ぎ
ぶ
）
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を
除
外
し
、
そ
の
代
り
に

（
苔
苔
ざ
）
の
組
合
せ
の
中
で
、
何
れ
を
選
ぶ
べ
き
か
。
そ
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は
、
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形
方
程
式
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

Xi 
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且
し
、
ィ

ふ
の
組
合
に
つ
い
て
も
同
様
に
制
限
条
件
が
満
さ
れ
る
。
即
ち
こ
こ
に
あ
っ
て
も
第
三
式
が
基
準
式
で
あ
る
。
対
角
行
列
を
も
つ
変

フ
ル
に
は
か
か
な
い
。

こ
の
組
合
せ
に
あ
っ
て
は
、

解
は
非
負
を
含
ま
な
い
。

そ
れ
故
に
、

四
五

そ
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け
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ゃ

XB

ふ
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
の
変
形
方
程
式
は
、
次
の
源
り
。

敬
（
ゃ
叉
は

ふ
＇
~
こ
れ
ら
は
共
に
活
動
変
数
で
あ
る
。

即
ち

X
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有
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と
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元
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組
合
せ
に
よ
る
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国
は
、

組
み
合
せ

X
i
x
B

と
、
そ
の
中
の
一
っ
が
変
え
ら
れ
た
組
合
せ
に
よ
る

Z

シ
ム
プ
レ
ッ
ク
ス
法
に
関
す
る
若
千
の
考
崇

従
つ
て
、
第
一
の
組
合
（
さ
し
ざ
ぷ
）
が
有
利
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
を
我
ら
の
判
別
式
に
照
し
合
せ
る
。

功
に
よ
る

Z

で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
、

（
基
準
方
租
式
は
式
⑳
の
第
一
一
一
で
あ
る
。
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よ
り
有
効
な
る
組
合
せ
か
ら
差
引
い
た
差
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
逓
り
。

と
の
差
を
最
大
に
す
る
と
云
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
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、
今
の
最
も
飼
単
な
場
合
に
つ
い
て
一
本
え
ば
、
新
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に
取
入
れ
ら
れ
る
変

こ
こ
の
計
算
に
は
不
働
変
数
ほ
関
係
を
も
た
な
い
）
の
目
的
係
数
と
、
元
か
ら
あ

っ
た
活
動
変
数
の
係
数
と
の
差
と
、
基
準
方
緑
式
の
変
形
常
数
と
の
積
の
よ
り
大
き
い
方
が
選
ば
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
示
す
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こ
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し
て
、
第
二
の
計
掌
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の
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二
の
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中
で
、
伺
れ
を
取
り
何
れ
を
捨
て
る
べ
き
か
が
判
定
せ
ら
れ
る
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取
る
。
こ
れ
で
第
二
段
階
の
計
算
を
進
め
る
。

そ
の
中
か
ら

1
個
を
取
っ
て
ふ

X
S
X
S

の
中
か
ら

1
個
を
捨
て
る
。

X.s 

Xi 
., 
を

X
i
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a

ふ
の
中
か

そ
の
際

XJ

を
捨
て
て
、
そ
れ
ら

3
者
の
中
か
ら

1
個
を
加
え

で
あ
る
。

そ
の
結
果
を
判
別
基
準
に
か
け
る
と

X
l
X
i

従
つ
て
、
こ
の
組
合
せ

第
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十
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あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
各
段
聾
に
お
い
て
最
遮
遣
を
選
ん
で
進
め
ば
、
今
の
我
々
の
例
に
て
は

2
段
階
の
判
別
基
準
計
算
で
、

若
し
、
こ
の
よ
う
た
櫻
識
が
な
い
と
、
よ
り
多
く
の
避
け
ら
れ
る
無
駄
と
、
よ
り
多
く
の
計
算
の
繰
返
し
と
を
経
験
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

我
々
の
例
に
つ
い
て
見
る
に
、
ま
ず
、
最
初
の
計
算
段
階
で
は
、

12
個
の
組
合
せ
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
何
を
選
ぶ
べ
き
か
と
一
ぞ
う
こ
と
を
判
別
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す
る
基
準
が
な
い
と
す
れ
ば
、

12
の
中
か
ら

1
組
み
を
任
意
に
選
び
出
す
よ
う
外
に
道
が
な
い
。
今
、
任
意
に

を

1
個
．
不
働
変
数
を

2
個
選
ん
だ
と
す
る
。
以
下
凡
て
計
算
の
数
値
ぱ
記
述
す
る
こ
と
を
略
す
る
。
そ
の
結
果
は
包
含
変
数
の
解
は
非
負
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共
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含
変
数
に
組
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入
れ
ら
る
べ
き
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が
あ
る
こ
と
が
判
る
。
そ
こ
で
、

る
と
、
そ
の
よ
う
な
組
合
せ
は
第
一
段
の
計
算
に
お
い
て
選
択
す
べ
き

12
個
の
組
合
せ
の
一
つ
に
な
る
か
ら
、
計
算
段
階
の
逆
戻
り
を
す
る
こ

と
（
理
論
的
に
は
逆
戻
り
を
し
て
は
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
）
を
避
け
る
。
そ
こ
で
、

XO

の
中
か
ら

1
個
を
捨
て
て

ら

1
個
を
取
る
。
そ
の
よ
う
な
組
合
せ
は

6
あ
る
。
こ
の
中
で
何
を
選
ぶ
か
を
定
め
る
椋
尋
が
な
い
か
ら
、
任
意
に

ふ
を
捨
て
て

包
含
変
数
の
解
は
こ
こ
で
も
非
負
で
あ
る
。
判
別
基
準
は
、
さ
＞
。
,
X
3
>
。

で
あ
る
こ
と
を
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ふ
、
即
ち
活
動
変
数

最
終
最
適
地
に
達
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得
た
わ
け
で
あ
る
。

組
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せ
ぱ
シ
ム
プ
レ
ヅ
ク
ス
基
準
を
み
た
す
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と
が
知
ら
れ
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。
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ふ
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が
最
終
段
階
に
お
け
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最
適
糾
合
せ
で

ら
、
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は
二
の
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格
変
数
に
よ
っ
て
、
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に
枝
分
れ
す
る
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そ
の
中
で
、

Xi 

X
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が
最
適
で
あ
っ
た
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そ
れ
を
基
準
に
て
ら
す
と
、
そ
の

個
の
入
口
の
中
か
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、
更
に
ふ
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最
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で
あ
る
。
そ
れ
で
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第
一
段
の
計
算
が
な
さ
れ
る
。

そ
れ
を
判
別
韮
準
に
照
し
て
、
そ
こ
か

シ
ム
プ
レ
ッ
グ
ス
法
に
関
す
る
若
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の
考
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一
言
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-
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て て

シ
ム
。
フ
レ
ッ
ク
ス
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

ふ
を
す
て
て

は
解
が
凡
て
非
負
で
あ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
、

6
個
の
中
の
別
の
組
合
せ゚

そ
の
結
果
は
解
は
非
負
で
は
あ
る
が
、

N

が
最
大
で
な
い
。
判
別
基
準
は
＞
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
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ふ
を
加
え
る
組
合
せ
は

3
偉
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
、
任
意
に
ふ

Xh

を
選
ぶ
。
解
は
非
負
。

示
す
。
か
く
し
て
、
第
五
段
階
の
計
算
に
よ
っ
て
辛
じ
て
、

N

ふ
を
入
い
る
代
り
に

個
を
捨
て
、

ふ
を
捨
て
て

第
JJ!)lr,

四
九

ふ
を
入
れ
て
い
れ
ば
、
計
募
の
繰
返
し
は
更
に
多
く
な
る
で
あ
ら
う
。

を
最
大
に
す
る
最
終
目
的
に
達
し
た
わ
け
で
あ
る
。
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五
段
階
に
お
い
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判
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基
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凡
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負
で
あ
る
こ
と
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の
中
か
ら
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個
を
捨
て
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ふ
を
選
ふ
。
こ
れ
が
第
四
段
の
計
算
で
あ
る
。
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知
ら
せ
る
。
第
三
段
階
に
て
は
凡
て
が
活
動
変
数
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
一
太
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
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功
ふ
の
中
か
ら

1
個
を
入
れ
る
組
合
せ
は

6
個
あ
る
。
そ
の
中
で
任
意
に
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。
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計
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果
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